
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

（参考）　中心経営体

件 ha ha

中心経営体数 現状の耕作面積 農地の引き受けの意向

10 33.2 39.7

（備考）

アンケート回答者のうち約４８％が７０歳以上の農業者で、さらにその８３％が「後継者がいない」「継いでくれるか
分からない」という結果だった。
今のところは現状の農地面積をそのまま耕作していくが、後継者のいる農家が少なく、将来的には経営規模を減
らす農家が出てくると思われる。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

当地区の農地利用は、認定農業者を含む中心経営体（担い手）が中心となり、耕作放棄地が発生しないよう耕作
または維持管理に努める。

ⅰ　うち後継者が継いでくれるか分からないと回答した農業者の耕作面積の合計 6.2

ⅱ　うち後継者がいないと回答した農業者の耕作面積の合計 6.7

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 6.5

①地区内の耕地面積 52.7

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 32.2

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 15.6

山都町
原地区

（集落名：原）
令和4年3月17日 令和5年3月16日

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日


